
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

        

               
      
      
   

      

       

       
      
  
       

      
       
  

       

    

     
   

         

         
           

    

         
  

       

 

                   
                    
           

         
  

                       

       

   
           

    
                        

          

          

           
                                  

投 ・ 政計画【案３・改定率 4５％】 採用 経緯 補 説明  ※令和 10年度 数字を図に落とし込んで解説します。 

計 374,367 

折半 

 益              

２ 下の図の     374,367千 と     

4,854,759 千 の差 (        )は、

4,480,392千 と  、多 の        

 発生します。 

１ 投  財政 画で見込んだ令和 10 年度の   

  のうち、       影響を与える４項目

を下の図 落とし込みました。（茶色の線） 

４ ただし、「①減価 却   」 ついては、少 い

状況で  、1,596,801 千 の発生 と ま 

ます。 

  このため、 

            4,480,392千  

  ―）①減価 却   1,596,801千   

             2,883,591千  

 を②純利益と③   で賄わ ければ ら いこ 

とと  ます。 

２ 

  この        4,480,392千 は、  

     よ 補填することと  ます。 

しかし  ら、令和 9年度の      残高は

最低 有 の約 30   と っていることから、

令和 10 年度の中でこの 4,480,392 千 分の 

     財源をつく 、補填していくことと 

 ます。 

この財源としては、 下の つと  ます。 

① 減価 却    

② 純利益 

③     

４ 
５  務局としては、2,883,591千 を②純利益と③   で折半で  し、 世

代と将来世代の  のバランスを図ろうと考えました。 

６ 複数のシミュレーションの結果、料  定率を 45％とすることで、 

②純利益を 1,495,229千   して補填財源とし、残 を 

③   1,400,000千 の借 れ よ 賄う 案  を採用したものです。 

５ 

６ 

１ 

１ 

１ 

１ 

① 

② ③ 
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川越市の 道管の状況 

 市の 道管(配 管)は、令和 5年度末 在、総延長約 1475㎞布 されています 、法定

耐用年数で る 40年を経過した管路は、全体の約 30％(管路経年化率)も る状況です。 

特 、昭和 40年代の高度成長期 は、第三次拡張  、第四次拡張   て急速 整備した

経緯   、これら管路 50年を迎え、老朽化 よる大量更新の時期を迎えています。 

また、管路の耐震化も課題です。管路のうち耐震性の い管（塩化ビニル管と旧型のダクタイ

ル鋳鉄管）は、全体の約 72.5％(約 1069㎞)  、災害時の避難所や救急医療機関等の重 施

 へつ  る配 管の耐震化を優先して実施している状況です。 

市では、国のガイドライン 基づき、管種別の更新基 年数を定め、 画  更新を行ってい

きます 、それ は多 の経    と  ます。この  も、浄 場の機械 電気 備の更新

   も経  見込まれますので、財源の確 は急務と  ます。 

 お、市 では老朽化した 道管の破損 よる漏  故 年間 30～40 ほ 発生してお 、

老朽管の 修は差し迫った課題として認識しています。参考 写真を添付いたします。 

法定耐用年数(40年)超約 30％ 

(参考)   の返済 ついて 

これから、昭和 40年代 布 した大量の管路更新という過渡期を迎えようとしています。このための  を確 するため は、料  定 加え、   借 れも増やして 応し ければ  ません。 

 画期間で増えた   の返済 ついては、毎年発生する「減価 却   」と「純利益」で十分 賄えることから、 画期間終了後も返済は可能で ると考えています。 

 お、今回、   残高 給  益比率の目標を「250％ 下」 引き げました 、将来、大量更新の目途 立ちましたら、再び「200％ 下」 戻すことを目標   を進めてまい ます。 

２ 

  

４ 

１ 
第 2 章 図 2-2 年度別配水管布設延長より 

 更新 

 耐震化 


